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倫理的な調達の概観

 倫理的調達は主にサプライヤーの職場環境や⼈権に対処。
 倫理的調達の実務指針の⼤半は⼈権と労働者の福祉問題に対処していて、

次の要素を含んでいる：
 国際労働機関（ILO）の中核的労働規則
 児童の権利に関する国連条約
 世界⼈権宣⾔

 典型的な実務指針がカバーする問題点：
 職業選択の⾃由（freedom of employment）
 結社の⾃由（freedom of association）
 安全かつ衛⽣的な労働条件（safe and hygienic working conditions）
 児童労働（child labour）
 ⽣活賃⾦（living wages）
 労働時間（working hours）
 差別のないこと（non-discrimination）
 ⼈道的な扱い（humane treatment）

なぜ⽣物多様性の保全が
⼊っていないのか？



倫理的な調達の動向
 ⼤規模な⼩売業者が海外から物品を購⼊する傾向が⼤きくなり、サプライ

チェーンの倫理的なマネージメントにステークホルダーが関⼼を持つ。
 当初、メディアやNGOの関⼼は⼩売業が対象。
 ビジネスのグローバル化により、関⼼は電気電⼦業界、テキスタイル、農

業部⾨などにも広がり、倫理的なサプライチェーン・マネージメント＊が
進む。

 メディアやNGOはサプライヤーのパフォーマンスを監視し、企業が⼿順に
沿って基準を実施している事を外部者にも実証するためのメカニズムを作
成する。

 投資家や格付機関は、企業がどのようにサプライチェーンの労働条件に対
応しているかも評価。
 2004年にはFTSE4Good指数はCSRインデックスに労働基準を導⼊。

＊倫理的サプライチェーン・マネージメントの展開
 1990年前半： NGO等のキャンペーンにより企業のサプライチェーン・マネージメントに対する

意識が⾼まる
 1990年後半：認識された基準の設定（SA8000やEthical Trading Initiativeなど）
 2000年前半：投資家や政府機関からのプレッシャー
 2000年後半：責任あるサプライヤー・マネージメント・プログラムの「影響」への理解



公共調達での動向

北⽶
 政府や⾃治体による社会的／倫理的な議題の採⽤はやや遅

かったが、多くは現在、関連の⽅針を採⽤し、その数は増
え続けている。
 カナダ：カルガリー、トロント、オタワ、バンクーバー（2007年）
 USA：6州、38都市、12市町村（2007年）

欧州
 2006年6⽉に欧州議会はフェアトレードの概念のために議

会の完全なサポートと有⽤な定義を提供、そしてフェアト
レードとその開発に関する決議を採択した。
 詳細： http://www.buyfair.org/
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カナダ・バンクーバー市

⽬的
 バンクーバー市の倫理的購⼊⽅針（EPP）の⽬標は、全てのサプライヤー

が最低でも国際労働機関（ILO）の中核的労働規則が含まれるサプライヤ
ー⾏動準則（SCC）のパフォーマンス基準を満たすこと。

 ⼈間と市⺠の権利が尊重されるバンクーバー市は、製品を作る⼈のために
安全かつ健全な職場を確保することによって持続可能性へのコミットメン
トを⽰す。また、購⼊活動は市のミッション·ステートメント&バリューと
連携していることを保証する。

スコープ
 すべての市職員。
 EPPは⾐類やコーヒーといったフェアトレードの農産物に当てはまる。
施政⽅針は次のエリアをカバー
１．基本理念 ２．実施、コンプライアンス、モニタリング ３．報告と評価
４．レビュー

詳細：http://vancouver.ca/fs/bid/epp/index.htm



グェルフ⼤学（カナダ・オンタリオ州）
⽬的
 グェルフ⼤学の業務を倫理的に実施する。
 ⼤学とビジネスを⾏う業者や下請業者によって満たされる職場の基準

を設定する。
 製造業や流通における労働者の労働条件を改善する。
スコープ
 業者や下請け業者から購⼊する次の製品

 ⾐類
 ⼤学の名前、ロゴ、画像や商標が付いた製品
 ⼤学で認めた独⽴した第三者機関によって監視されている製品

施政⽅針は次のエリアをカバー
 賃⾦と⼿当、労働時間、超過勤務、児童就労、強制労働、安全衛⽣、

⼈権、労働者の権利、コンプライアンス＆アカウンタビリティ

詳細：http://www.uoguelph.ca/ethicalbuying/



⼤学の購⼊動向の特徴

 ⼤学で使われる⾐類や⾷堂の⾷品といった分野での持続可能な
調達への取り組みは、環境や社会的に健全な原則を組み込むよ
う学⽣達によって⼤学の運営側がプッシュされるといったボト
ムアップのアプローチが特徴である。

 多くのキャンパスでは、学⽣達によるスウェット・フリー（搾
取なし）・キャンペーンが⾏われている。
 2000年にトロント⼤学は、カナダで最初のスウェット・フリー⽅

針を採⽤し、2008年までにはカナダの15の⼤学が同様の⽅針を採
⽤した。

 アメリカでは、170の⼤学が職場での慣⾏を定めるため製造業の⾏
動規範を導⼊し、労働者権利のコンソーシアムと提携した。

 ⼤学ベースの他の持続可能な購⼊に関するキャンペーンは、フ
ェアトレード製品や社会的責任投資に焦点を当てている。



DEFRA（英国環境⾷糧農林省）

 2010年12⽉発⾏の政府と契約
を結ぶ業者のための良好な雇
⽤慣⾏に関する内閣府原則は、
倫理的調達の⽅針に反映され
ている。

 原則によってカバーされてい
る項⽬：
 良いクライアントとしての政府
 トレーニングやスキル
 公正かつ合理的な条件へのコ

ミットメント
 平等
 紛争解決
 従業員への関与

Defraの倫理的調達⽅針
 労働条件が安全である
 健康が促進されている
 雇⽤の⾃由が選択できる
 労働時間は過度でない
 賃⾦は少なくとも国家の法的

基準を満たしている
 研修が提供される
 差別はない
 多様で良好な労働慣⾏の奨励
 児童労働は排除されている
 ⾮⼈道的な扱いは許可されて

いない
詳細：http://www.defra.gov.uk/publications/files/ethical-procurement-
policy-statement.pdf



ノルウェー政府
倫理的トレーディング・イニシアティブ・ガ
イドライン（IEH）
 倫理的トレーディングとは、サプライチ

ェーンにおける良好な労働条件を促進し
社会的に認識して事業活動を指す。

 倫理的な基準やガイドラインは、サプラ
イチェーン内の該当する最低の労働条件
基準を説明する。

 それらの基準は、製品やサービスの性質
とは独⽴して適⽤される。

 今⽇では、倫理的な基準は主に途上国の
労働集約型輸出産業の労働条件に適⽤さ
れる。

 倫理的トレーディングは、いかなる保証
も伴うのではなく、サプライチェーンの
継続的な改善を強調する。

これらのガイドラインは、国際的に認められ、国連
やILO条約に基づいており、最低基準が設定されて
いる。⽣産拠点をカバーする労働法は尊重されなけ
ればならない。各国の法律および規制がこれらのガ
イドラインと同じテーマをカバーする場合には、最
⾼⽔準を常に優先するものとする。
1. 強制労働／奴隷労働 (ILO Convention No. 29 

and 105)
2. 組合結成の⾃由と団体交渉 (ILO Convention No. 

87, 98, 135 and 154)
3. 児童就労 (the UN Convention on the Rights of 

the Child, ILO Conventions Nos. 138, 182 and 
79, ILO Recommendation No. 146)

4. 差別 (ILO Conventions Nos. 100 and 111 and 
the UN Convention on Discrimination Against 
Women)

5. 残酷な処置
6. 安全衛⽣ (ILO Convention No. 155 and 

Recommendation No. 164)
7. 賃⾦ (ILO Convention No. 131)
8. 業務時間 (ILO Convention No. 1 and 14)
9. 正規雇⽤
10. 社会的弱者
11. 環境

詳細：http://www.etiskhandel.no/English/index.html



スターバックスコーヒー
 C.A.F.E. (Coffee And Farmer Equity) 

プラクティスと名づけられた購買のガイ
ドラインの指針は、労働環境の改善、児
童労働の規制をはじめ、⼟壌侵⾷や汚染
防⽌などの⽣物多様性の保全に対する取
り組みを含めた包括的かつ測定可能な基
準。

 サプライヤー（コーヒー⽣産者などの供
給者）がこのガイドラインの基準を遵守
しているかを確認するために、スターバ
ックスでは第三者機関の評価システムを
導⼊し、透明性を維持。
 コーヒー⽣産者に対価が公正に分配され

ているかを実証するために、サプライヤ
ーに⽀払い証明書の提出を求める。

 2009年度には取り扱ったコーヒー⾖のう
ち81%（約13,600万kg）をこの指針に
沿って客観的に審査・承認されたサプラ
イヤーから買い付けた。

詳細：http://www.starbucks.com/responsibility/sourcing/coffee

C.A.F.E.プラクティスは4つの領域に焦点を
当てた包括的な測定基準
1. 製品品質：すべてのコーヒーは、⾼品質のス

ターバックスの基準を満たしている必要があ
る。

2. 経済的責任：経済的な透明性が必要。スター
バックスが緑の（焙煎前）コーヒーに払った
価格のうちいくらが農⺠にいくのかを証明す
るため、サプライヤーはサプライチェーン全
体での⽀払い証明書の提出が求められる。

3. 社会的責任：労働者の権利を保護し適切な⽣
活条件を提供するなど、安全で公正かつ⼈道
的な労働条件を確保するための対策が第三者
により検証される。

4. 環境⾯でのリーダーシップ：廃棄物の管理、
⽔質の保護、⽔やエネルギーの節約、⽣物多
様性の維持、農薬の使⽤量削減などが第三者
により検証される。
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フェアトレードタウン・ムーブメント
 フェアトレードタウンは、⼈や組織がフェアトレード製品の売上⾼を増加させ、途

上国の農⺠や労働者のためにポジティブな変化をもたらすために、⽇常の選択肢を
使⽤する任意のコミュニティ。

 現在20カ国以上で約1,000のフェアトレードタウン·キャンペーンが⾏われている。
 フェアトレードタウンになるには、国レベルで設定され監視されている特定の⽬標

を達成する必要がある。
 多くのフェアトレード·タウンの計画は、フェアトレード・ラベリング・オーガナイ

ゼーション・インターナショナル（FLOI）のメンバーによって運営される。
 殆どの国では、フェアトレードタウンの5つの主要⽬標を共有。

5つの主要⽬標：
1. 地⽅⾃治体はフェアトレードを⽀援する決議を下し、フェアトレード製品を使⽤することに

同意する（例：会議、オフィス、⾷堂）。
2. 様々なフェアトレード製品が現地で⼊⼿可能（ただし⽬標は国によって異なる）。
3. 学校、職場、礼拝場、地域組織は、フェアトレードを⽀援し、可能な限りフェアトレード製

品を使⽤する。
4. マスコミの報道やイベントは、社会全体でフェアトレードへの認識や理解を⾼める。
5. 様々な分野を代表するフェアトレード·ステアリング·グループは、⽬標のための活動を決め

てコーディネートをする。

詳細：http://www.fairtradetowns.org/



インターナショナルフェアトレードタウンのリスト
国 イニシアチブ名 最初のフェアトレードタウン フェアトレードタウン数

イギリス Fairtrade Towns Garstang 538

アイルランド Fairtrade Towns Clonakilty 48

ベルギー（フランダース地⽅） Fairtrade Towns Gent, Voeren and Zwijndrecht 111

ベルギー（ワロン地⽅+ブルッセル） Communes du commerce équitable Bruxelles-Ville 5

イタリア Città Equosolidali Rome 42

スウェーデン Fairtrade Cities Malmo 46

オーストラリア Fair Trade Communities Yarra, Melbourne 6

USA Fair Trade Towns USA Media, Pennsylvania 26

ノルウェー Fairtrade-kommune Sauda 30

カナダ Fair Trade Towns Wolfville, Nova Scotia 15

オーストリア FAIRTRADE Gemeinde Wr. Neustadt, Enns 73

デンマーク Fairtrade By Copenhagen 5

フランス Territoires de commerce équitable 33

オランダ Fairtrade Gemeente Groningen & Goes 24

フィンランド Reilun kaupan kaupunki Tampere 6

スペイン Ciudad por el Comercio Justo Cordoba 5

ドイツ Kampagne Fairtrade Towns Saarbrücken 86

ブラジル Alfenas 1

コスタリカ Perez Zeledon 1

ニュージーランド Fair Trade Cities Wellington / Dunedin 2

ルクセンブルク Fairtrade Gemeng Differdange 10

⽇本 Fair Trade Towns 熊本市 1

合計 1,117



Ethical Trading Initiative (ETI)

 企業、労働組合、ボランティア団体からなる同盟（事務局はイギリス）。
 花からサッカーボールからお茶からTシャツに⾄るまで、⼀般消費者が買

う商品を育てたり作ったりする世界中の貧困層や脆弱な⼈々の職業⽣活を
向上させるためにパートナーシップで活動。

ETIの基本規則
 国際労働機関（ILO）の規則に沿って作られ、国際的に認められた規則。

1. 雇⽤は⾃由に選択できる
2. 結社の⾃由と団体交渉の権利が尊重される
3. 労働条件は安全で衛⽣的
4. 児童労働は使⽤してはならない
5. ⽣活賃⾦は⽀払われる
6. 労働時間が過度ではない
7. 差別を実践されていない
8. 正規雇⽤が提供されている
9. ⾮⼈道的な扱いは許可されていない 詳細：http://www.ethicaltrade.org/



Covalence EthicalQuote
 Covalence EthicalQuoteは倫理的な評判指数（ethical reputation 

index）
 2001年以来、世界最⼤の企業とスイスの株式をトラッキングして

いる。
 途上国の実態やニーズに特に注意し、グローバルな⼈間開発から多

国籍企業による様々な貢献に関する情報を得るために主要な国際条
約等に基づいた45の基準を設定。

 45の基準は4つのグループに分けられる：
１．労働条件 ２．⽣産の影響 ３．製品の影響 ４．制度の影響

 顧客リスト

詳細：http://www.ethicalquote.com/



SEDEX

 SEDEX（Supplier Ethical Data Exchange）はグローバルなサプライチェーン
の責任と倫理的なビジネス慣⾏の改善に専念する⾮営利会員組織。

 150カ国以上の会員を持つグローバルな組織（UK、カナダ、USA、中国に事務
所を持つ）。

 基準設定、⾏動規範、または認証をする組織ではない。
主要⽬的
 複数の監査、アンケートや認証などサプライヤーが直⾯している負担を軽くす

る
 グローバルなサプライチェーンの倫理的なパフォーマンスの向上をアシスト
主要製品
 メンバーが4つの主要分野の情報において、レポートを保管および共有すること

ができるオンライン·データベース。
1. 労働基準
2. 健康と安全
3. 環境
4. ビジネス·プラクティス

詳細：http://www.sedexglobal.com/



ご清聴ありがとうございました。

〒150-0001 東京都渋⾕区神宮前5-53-67
コスモス⻘⼭ガーデンフロア

国際グリーン購⼊ネットワーク（IGPN）事務局
Tel: 03-6427-1559 Fax: 03-6427-1560

Email: akataoka@net.email.ne.jp
URL: http://www.igpn.org/


